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は両血流量，尿量とも減少するが 2.0%濃度で皮質血流
量は 40%，髄質は 18%減少し尿量は 80%減少した。 
Methoxyfiurane は 0.3，0.5，1.0%濃度について調べ
たが， 1.0%濃度では両血流量とも平行して約 15，..，25%
減少し，尿排出はほとんどなくなった。 Thalamonalは 
0.2mgfkg静注で，体血圧の減少にもかかわらず，皮質
血流量は 20%増加し，髄質血流量はほとんど変らず，
尿量はわずかに減少した。これらの Depressionは麻酔
の覚醒とともに比較的早い時期に実験前の Levelにも
どったが，血流量の回復と尿量の回復との聞に時間的な
ずれがあるものもあり，尿量に影響する血流量以外の 
factorの存在も合せて検討すべきであることを示唆し
ている。 
5. 抗リンパ球血清長期投与の抗体産生系に与える影
響 第一報抗リンパ球血清によるリンパ球の変化
落合武徳(千大大学院)
抗ウサギリンパ節細胞 5x109個をヤギに 4回免疫して，
抗ウサギリンパ球ヤギ血清を得た。その cytotoxicityは 
1: 256であった。その活性の大部分が DEAEcellulose 
column chro.で 0.02M，PH 8.0の分画に存在し，免疫
電気泳動で pureなslowr2であった。この ALGによ
るウサギ末梢リンパ球に与える影響を見るに，注射 3時
間後で約巧近く減少した。ウサギ耳動脈からへパリン採
血し，赤血球分離後ガラスウールを通す方法でリンパ球
を得，その培養を行なった。 3日目の Viabilityは約 50
%であった。 3日目の正常ウサギリンパ球の PHAによ
るBlastoid cell出現率は 44%，ALG注射後 3時間
のウサギリンパ球の PHAによるそれは 25%であった。 
6. 植込み電極法食道筋電図による特発性食道拡張症
に関する基礎的研究
大山修身(千大)
雑種犬 30頭を使用。ネンブターノレ静脈麻酔後，挿管
し開胸。鈎状双極針電極を食道に管外性に刺入固定す。
対照，迷切，術式別の食道筋電図を観察した。
無麻酔無拘束のもっとも生理的条件で，食道筋電図
を，水一口嘱下ののちに採取する。筋電図は，紡垂型の
ノてーストを示し，上部より一定の潜時をおいて，中部・
下部食道，接合部の順に発生する。最大振幅，持続時聞
について検討した。
両頚迷切後の筋電図は，日を経るにしたがって消失す
るものや持続時間のながい不安定のものがえられた。
次に，接合部を中心として， 1 cm間隔に電極を植込
み，特発性食道拡張症に対する術式を施行後，その筋電 
図を採取した。
7. 積層型人工腎臓の小型化に関する研究
原 壮(千大)
近年，わが国においても腎不全に対して人工腎臓によ
る治療が普及してきたが，人工腎臓装置そのものは未完
成品であり，多くの改良を必要としている。われわれは
小型化という命題と取りくみ， Duralminを組材とした 
Standard kiilの んの大きさの積層型人工腎臓を作製I
し，その透析効率を検討した。 
Stanbard kiil一層を対象とし，安定した時期の慢性
腎不全患者を選び，各々 10時間透析にて術前術後の血
中尿素窒素，クレアチニンの透析率を指標として透析効
率を求めた。
結果は Standardkiilとほぼ同様の透析力を示し
たが， これを透析面積を単位とした透析率で見ると， 
Duralminは Standardkiilの2.5倍であった。その
原因を考察するに Duralminは精密な加工ができるた
め有効透析面積を増加させることができる。第 2に dia-
lyzer表面に凹凸があるため，透析の物理的主役をなす
と考えられる流体境膜を破壊する渦流が生ずる，などが
考えられる。 
8. 核酸の同種皮膚移植片に及ぼす影響
田所潔(千大)
核酸が何らかの形で免疫反応に関与していることは欧
米の多くの実験成績で明らかである。われわれは第 5回
移植学会でRNAを用いてラットの皮膚移植を行ない生
着日数にかなりの延長をみたこと，異種 RNAでは効
果がなかったことまた， second-set にもわずかながら
影響を与えているらしいこと等を報告した。
今回は一度 rejectionを起したラットの肝より一週間
以内に抽出した RNAに donorの皮膚片を室温で 15
分間 incubate してから同系の未処置ラットに移植
を行なってみた。判定は色調，硬度を参考にし 50%の 
nekroseまたは脱落の時点を終点、とした。
結果は生食水処置の対照群と略々同じで 15日以内に
すべて脱落した。
これだけでは rejectionラットの肝抽出 RNAで皮
膚片が感作されたとは結論できないが，今後の実験で検
討してみたい。 
9. 胃上部癌の X線所見と手術々式との関係について
辛京碩(千大) 
① 下部食道胃上部癌の切除例 106例についてそのX線
